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序

加古川市は豊かな自然に恵まれ、近年では播磨臨海工業地域の一員としても発展し

ています。

市域には約 620も の埋蔵文化財が存在 しています。今回、その内のひとつである手

末遺跡が発掘調査されました。 この遺跡は神野中部ほ場整備事業に伴 う事前の確認調
査によつて、発掘された遺跡です。

発掘調査は平成 11年 4月 26日 から7月 8日 まで実施されました。本書はその結果

をまとめた報告書です。この報告書が当市の古代の姿を理解するうえで一助となれば

幸いです。

また、今回の調査に際してご指導、ご協力いただいた兵庫県教育委員会、加古)|1市

文化財審議委員会、並びに地元の方々に感謝申し上げます。

平成 15年 3月

加古川市教育長

松本 毅



例 言

4.

本報告書は神野中部地区ほ場整備事業にともなつて、平成 二 年に実施された手

末遺跡の発掘調査報告書である。

調査場所は兵庫県加古川市神野町神野 796他である。

発掘調査は平成 ■ 年 4月 26日 から平成 11年 7月 8日 まで実施した。

調査主体は加古川市教育委員会である。

調査主体者

調査担当者

調査作業員

加古川市教育長 松本 毅
加古川市教育委員会生涯学習推進室 西川英樹
田中鉄二・中山茂・岩佐力三・佃徳光・桑垣忠司

間庭康成 。永井操・采野尚子・柿本ゆり子 。高松人重子

南良子

西村秀子・佐藤敦子・采野尚子・瀬サ|1信子 。西川美佳

蛭田朱美・斎藤加代子・加藤朱見・上野あい子・品川量子

7.

遺物整理員

本書は以下の分担で執筆した。

実測図作成・ トレース 西川英樹 。西村秀子・品川量子 。蛭田朱美

西川美佳

報告書執筆   西川英樹
遺物写真撮影  岡本範之・斎藤力日代子・加藤朱見

本報告書に係る図面・写真・遺物は、加古)|1総合文化センター(カロ古)|1市平岡町

新在家 1224-7)に おいて保管している。

本稿の作成にあたり、弥生土器に関して兵庫県教育委員会 岸本一宏 氏及び

芦屋市教育委員会 森岡秀人 氏には多大な教示を得た。記して感謝します。
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第 1章 発掘調査に至る経過

手末遺跡は、平成 11年度に発掘調査が実施された遺跡である。この遺跡は、手末構

居跡の伝承地という形で周知されていた。手末構居跡は、播磨鑑に「神納庄手末村に

在り。 丹町所の幕下」という簡単な記述がある他、播州古城蹟集録にも「手末城、手末
村。城主は知らず。別所長治幕下」というほぼ同じ記述があるだけで、具体的な内容は

一切わかっておらず、遺跡分布地図上に落とされた範囲もおおよその推測位置でしか

なかった。

この地域において、平成 ■ 年度に神野中部地区ほ場整備事業が実施されることとな

った。加古川市教育委員会は平成 10年度から兵庫県三木土地改良事務所及び神野中部

土地改良区と協議を重ね、構居跡の実態が不明確であることもあって、範囲確認調査

を実施することとした。

調査は平成 11年 4月 26日 から 7月 8日 まで、中断を含みながら実施された。

調査範囲は 20,000だ、 トレンチ面積合計は 500∬である。
調査を開始すると、ほぼ全域で弥生時代後期の遺構・遺物を検出した。主な遺構は竪

穴住居跡・溝・土境などである。

また、遺跡分布地図の推定位置から約 90mほ ど南西にずれた位置で、約方 1町程の

規模をもつ中世後期の構居跡の堀跡を検出することが出来た。堀跡は幅約 5～6m、 深

さ約 70～90cmである。郭内にあたる場所に設定したトレンチからは、中世後期の遺

構や遺物が検出された。

主な遺構は石組み井戸 1基・土境・溝・柱穴などである。石組み井戸の底からは、

漆器椀片や黒漆塗り横櫛などが出土した。その他、土鍋、土師器皿、青花、天目茶碗、

備前播鉢なども出土した。

弥生集落の遺物整理が先行したため、今回はこの遺跡の報告を行いたい。構居跡に

ついては、整理が終了しだい、報告する予定である。



第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

加古川市は、市域の南側が播磨灘に面する臨海都市で、東を明石市・カロ古郡播磨町・

加古郡稲美町・西を高砂市・矩路市、北を加西市・小野市 。三木市と接している。面

積 138.5k∬、人口は約 26万人である。

産業は、かつては農業が主体であったが、高度経済成長期に南部の海岸地域が埋め

立てられ、播磨臨海工業地域の一員として発展することとなった。

市域の地形を見ると、東部には段丘・洪積台地が広く分布しており、西部には山地・

丘陵が多い。沖積低地は主に市域南部の加古川氾濫原地帯に広がっている。北部では

加古川沿いや支流の曇川、草谷川沿いに細長い谷底低地を形成している。また、市域

における山地の地質は主に流紋岩質凝灰岩である。志方町には花闇岩を産出する地域

がある。

手末遺跡は加古川の支流である曇川の東岸に位置する。周囲は現在、水田となって

いる。周辺には多くの遺跡が分布するが、日岡山周辺と西条丘陵周辺に顕著な遺跡の

集積が見られる。日岡山は当遺跡から南西に約 lkmほ どの位置にあり、最も古い時
期では旧石器の散布地である日岡山遺跡が存在する。この遺跡からはサヌカイ ト製の

ナイフ形石器や黒曜石製の細石刃石核などが採集されている。また、南大塚古墳封土

からも黒曜石製の楔形細石刃石核が検出されている。

日岡山古墳群は前期を中心とする古墳群で、5基の前方後円墳を主体として築造さ

れている。主な古墳は、日岡陵古墳 (全長約 85m)、 南大塚古墳 (全長約 90m)、 西

大塚古墳 (全長約 74m)、 北大塚古墳 (現存長約 59m、 前方部消失 )、 勅使塚古墳 (全

長約 54m)の前方後円墳と東車塚古墳 (消滅 三角縁神獣鏡出土)、 狐塚古墳 (約 30
m)な どの円墳である。また、後期には 20基ほどの群集墳が築造された。
奈良時代には、北大塚古墳から東へ 600mの位置に石守廃寺が築かれている。1983

～84年に市教委による発掘調査が行われ、塔跡・金堂跡などが検出された。その結果、

法隆寺式伽藍配置となる奈良時代後期創建の寺院跡であることが判明した。近隣には

内容不明ながら、円墳 5基からなる石守古墳群も形成されている。

また、当遺跡から東へ約 lkmの西条山手丘陵上にも、多くの遺跡が残されている。
西条廃寺下層遺跡からは、弥生時代中期後半の竪穴住居跡が検出されている。また、

西条 21号墳の封土からも、弥生土器が出土している。西条 52号墓は、弥生時代後期

の墳丘墓として著名である。

一方、丘陵下の西側では神野遺跡が形成された。この遺跡は平成 10年に範囲確認の

調査が実施され、弥生時代後期の竪穴住居跡などが検出された。



古墳時代中期には丘陵上に行者塚
'(全
長約 100m)。 人塚 (約 64m)・ 尼塚 (約 46

m)の 3基の大型古墳が築造されたЬ
行者塚は平成 7年度に発掘調査され、金銅製帯金具の出土など多くの成果を挙げた。

この 3基は 5世紀前半の築造と考えられている。また、古墳時代後期には同じ丘陵上

に約 30基からなる群集墳が築かれた。

奈良時代前期には人塚古墳に接して、西条廃寺が建造された。法隆寺式に類似する

伽藍配置をとり、塔跡・金堂跡 。中門跡・柵列跡・講堂跡などが検出された。

手末遺跡から北方の曇川沿いには 6世紀後半と思われる二塚古墳が築造されている。

隣接する西之山には若神社古墳も築かれていた。

平成 12年 4～ 6月 に行われた石守構居跡の調査では、古墳時代後期～奈良時代の
遺構が検出された。

中世の遺跡としては、先述の手末構居跡の他、北西に約 400mほ ど離れた位置に高

田構居跡、西に約 500mほど離れた位置に石守構居跡がある。両者とも播磨鑑に記述

があるが、現代の集落と重なる位置にあるため、詳細は不明であると

高田構居跡は播磨鑑に「在高田村 丹呼所の幕下」との簡単な記述が残る。想定範囲の周

辺部を平成 11年度には場整備にともないトレンチ調査したが遺結・遺物ともに発見さ

れなかった。

石守構居跡は播磨鑑に「長七十間横三十間 加納庄 在石守村 今ハ田地百姓ノ居屋敷

二成 領主ハ中村新五郎修理太夫重房 同孫之進景利 卜伝シハ元ハ別所長治ノ幕下ナ
リシガ 長治亡ヒテ後 秀吉二附従 ヒ因州ノ軍二武功ヲ争ヒ討死ス 又一説 三木乱二討

死ス トモ云」というと伝えており、現在でも北側の曇川沿いに掘と土塁とされる高まり

が一部残されている。

平成 12年 4月 ～5月 に遺跡周辺の水田において範囲確認調査が行われた。その結果、

南側で中世の溝 1条を検出したが 周辺部の調査であったため、構居の 様相を明らか

とすることはできなかった。
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第 1図 遺跡位置図



第1表  周辺遺跡分布図地名表

1 手末 i 51 下
匈
¶
州

寸 100 西条 51号麦
2 石守構居 52 :山」 101 西条  52手
3 石 | 53 東沢百 : 102 53好

4 石守 1手 墳 54 I大塚古墳 103 西 58提:上
5 石守 2号〕

峯
記 55 宮山 1丹: 104 西 ! & 59号〕

6 石守 3号墳 56 写山  2手 105 61手訴墳

7 石守古墳群4号虫 57 3号墳 106 西 ! 61--2手

8 石守吉〕 序5孝 58 宮山 4号t 107 入塚首

9 ば己 2好 責 59 『」 5 108

10 t足 1号墳 60 6誓 資 109 『田

北大塚吉 : 61 東沢封 110 三二】 1号
'12 古墳 62 成福寺 1号〕 2号士

13 西 】 63 2号墳 112 上吉墳

14 雨大塚苗〕 64 ヨ寺 3号墳 113 観 = 子堂遅

15 西 軍 R古墳 65 成福寺 4号墳 114 2彊}主

16 日岡 [
Ｆ
Ｔ 66 115 Ｆ

Ｔ

17 日岡山 2f 67 上 116 地 i 2誓

18 日岡山 3号疱 68 西条城跡 117 地 | 琵寺 3号墳
19 日岡山 4手 69 1号墳 118 4f

20 日岡山 5手 70 1山 2号墳 119 地層 5手

21 日岡山 6号殉 71 西と:土頼 雲 120 h 握寺 6号墳
22 日岡山 7手 72 :蔵骨器群 121 平山i

23 日岡山 8手 73 野城山i 跡 122 平 [
Ｆ
著

24 日岡山 9号竜 74 西子 Ｆ
Ｔ 123 二山 2号由

25 日岡山 10好 75 2号墳 124 平 I143手

26 日岡山 11好 76 西ヨ 3手 125 平 I 4手

27 日岡 山 12号麦 77 西ヨ 4堤1主
28 口岡山 13浮 78 6号肖
29 日岡山 14導 79 西iヨ【 7手
30 日岡 山 15号墳 80 西と 9号 i

31 日岡山 16手 81 10提押貫

32 日岡山 17号〕 82 西 ! 12手 墳

33 ヨ岡山 8号墳 83 西条 13号〕
34 日岡山 19好 墳 84 13手 彗

35 日岡山 20号墳 85 西 ! ζ 21号墳
36 ひれ票五 86 西 ! 21……2手

37 日岡山遺跡 87 西 ! 23誓

38 li!言「〕 88 匹;ヨ鷺 24,26,27
39 日岡Ш 23,30f
40 美乃希!遺跡 89 西条 25f
41 孤塚古 i 90 29号墳
42 日岡山亜 !墓 91 西条  31手
43 大 日山 | 92 西条  32手
44 下村古主 93 西条 34f
45 望塚 (盆, 94 西 ζ 35堤船
46 新 池 1堤 95 西条 36f
47 新池 2号主 96 西 : 37号
48 新池 3号士 97 西 38娠}J賓
49 行者塚吉 98 西 ζ 39掲胆
50 尼塚古墳 99 西 ! 40手
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第 2図 周辺遺跡分布図



第 3章 発掘調査の成果

第 1項 立地・現状
手末遺跡は加古川東岸の神野町神野に所在する。遺跡のすぐ西側を加古川の支流で

ある曇川が流れ、遺跡の北側にあたる新神野地域には、加古川の氾濫原が広がってい

る。その南側、北神野～東神野地域では曇川に沿って、野口段丘 3‐ 1面が形成されて

いる。

遺跡の現状は、全て水田及び畑地である。等高線を見ると、南東から北西にかけて

ゆるやかに低くなる地形であり、調査区内は、 1lmか ら10.6mま での標高差が
あるが、概ねフラットな地形である (図版 1等高線復元図参照)。

第 2項 調査方法
今回の発掘調査は、ほ場整備事業に伴う事前の範囲確認の調査であったため、調査

地には基本的に 2× 8mの トレンチを 16箇所設定した(図版 2ト レンチ全体配置図
か照)。 しかし、ほ場整備対象地内に何箇所かの除外地が存在したため、トレンチの配

置が均等になっていないところがある。また、竪穴住居跡 SH-1か らは多量の土器
が検出されたため、様相を明らかにするため、調査地の拡張を行った。その結果、 ト
レンチの合計面積は 500∬ となった。
発掘調査は、現代耕作土及び第 2層の灰色砂質土層は、全てパワーショベルによっ

て掘削し、遺構面直上からは人力による掘削に切り替えた。遺構検出および掘削作業

もすべて人力によっておこなった。調査終了後の埋め戻し作業は、パワーショベルに

よって行った。

第 3項 基本層序
今回の調査で確認された弥生時代の遺構は、現水田面から約 3 0cm程度下から検出

された。遺構面は一面のみであり、これより下層では遺構は検出されていない。遺構

を検出した各 トレンチの基本層序は、場所によって若千の変化があるが、基本的な堆

積は以下のとおりである。

トレンチh3
第 1層 現代耕土層



第 2層 灰色砂質土層 (黄色多し)

第 3層 淡黄色砂質土 (遺構検出面)

第 4層 灰色礫砂層 (5～ 1 0 clll程度礫含む)

トレンチh5
第 1層 現代耕土層

第 2層 灰色砂質土層(黄色斑文多し)

第 3層 淡黄色砂質土層(遺構検出面)

トレンチ配 8

第 1層 現代耕土

第 2層 淡黄色砂質土

第 3層 暗茶褐色砂質土

第 4層 浅黄橙色砂質土

第 5層 褐色粘質土層 (遺構検出面)

トレンチh9
第 1層 現代耕土

第 2層 灰色砂質土 (黄色斑文多し)

第 3層 黄灰色礫砂層

トレンチh10
第 1層 現代耕土

第 2層 灰色砂質土 (黄色斑文多し)

第 3層 茶褐色砂質土 (遺構検出面)

第 4項 遺構
SH-1
SH‐ 1は トレンチ 3で検出された堅穴住居跡である。当初、設定したトレンチ内に

おいて多量の土器を検出したことから、全容を明かにするために、拡張して調査をお

こなった。住居跡の規模は一辺が4m～ 4.4mで 、隅円方形に近い平面プランであ
るが、南東辺と北西辺は外に張り出し、直線とはならないため、いびつな六角形を呈



する。周壁に沿つてピットがあることや床面積が狭いことから、ベッド状遺構を有す

る竪穴住居の内区部分の可能性も考えて、一部 トレンチを拡張して調査したが、削平

の影響もあるためか外区と判断できる遺構は検出されなかった。

床面は検出面からの深さ約 2 0 clxl程度である。周壁溝は認められなかった。床面積

は約 13どである。ピットは計20個が検出された。遺物は出土していない。直径約
2 0cm～ 4 0 cln、 深さ 1 7 cIII～ 3 0cmの規模である。

中央土境は不整な精円形となる。長辺約 7 0cm、 短辺約 5 0cm、 深さ約 4 0cmで、

住居中央部から検出した。埋土中には炭が部分的に検出された。また、この土境の横

約 3 0cmの位置にも、不整精円形の土境が 1基検出された。長辺約 7 0cm、 短辺約

5 0cm、 深さ約 3 0 clrlの規模である。内部には灰色砂質土が堆積しており、遺物は

出土しなかった。

中央土境の南側に中央土墳を囲むような環状の土手状高まりが部分的に検出された。

しかし、北側の部分には存在しなかった。

住居内には、土器が隙問もないほど多量に廃棄されていた。その状況は大中遺跡に

おける第 1土器群や第 3土器群の状況と類似している。また、出土した土器が検出面

最上部で水平に切られたように欠けていた。この事から、検出面は削平されていると

考えられる。出土した土器は壺・甕・鉢・高lTN・ 器台などで、時期は弥生時代後期後

半である。

SH-2
トレンチ配8で検出された。幅 2mの トレンチ内における検出であるので、一部だけ

の確認である。砂礫層を掘りこんで構築されており、検出長は約 2.7m× 1.8mの規模

である。方形の平面プランを持っている。北辺の一部を、砕石を集めた幅約 5 5cm、

深さ約 3 6 clnの 後世の暗渠排水路に破壊されていた。周壁溝は西辺側で検出された。

幅約 20cm、 深さ約 8cmである。検出面から住居床面までの深さは、約 1 5cmであ

る。遺物は出土しておらず、明確な時期は不明である。検出部分の床面積は、約 2.

5∬である。主柱穴と考えられるものは検出されなかった。

SD―…1

トレンチ配 10で検出された。幅 60cm、 深さ 15cmの 溝である。 トレンチを

横断する形で検出された。検出長は約 2mである。

埋土中には、壷・甕・高邦・鉢・小型高杯などの土器が、比較的多く廃棄されてい

た。完形の資料はなく、SH-1と 同様に(遺構検出面に接する遺物が全て、カット
されたように割れていた。このことから、遺構面はすでにかなり削平されていたと考

えられる。
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出土した甕は、いずれも口縁端部を丸く収めている。甕や高然などの特徴から、弥

生時代後期後半と考えられる。

SD-2
トレンチ配 5で検出した遺構である。検出長約 2m、 幅約 60cm、 深さ約 15c
mの溝である。遺物は出土していない。

SD-3
トレンチ配 9で検出した遺構である。検出長約 2.2m、 幅約 85cm、 深さ約 4
0cmの溝である。遺物は出土していない。

SK-1
トレンチm5の南側で検出された、円形の土城である。 トレンチの端に一部かかる
ため、全体の 2/3程度しか検出されていない。長辺約 1.2m、 短辺約 62 cm(検
出長)、 深さ約 2 8cmの規模である。土器の細片が出土したのみで、明確な時期はわ

からない。

SK-2
トレンチm5で検出された土境である。長さ約 1.7m、 幅約 7 5cm、 深さ約 3
0cmで、舟形の平面形を有する。西端を別のピット、SP-1に 切られている。遺物は
少量で、細片ばかりであるが、時期的には弥生時代後期後半と思われる。

SP―・1

長径約32cm× 短径約28cmで 、ほぼ円形を呈する。深さは約 10cmで ある。埋
土から、 16世紀の土鍋片が 1点検出された。
トレンチNQ 5か らは、このほかに大小 12基のピットが検出されたが、いずれからも遺

物は出土しなかった。
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第 5項 遺物

1.SH-1出 土遺物
住居内の上層から最下層まで、おびただしい土器が投棄されていた。土器の間に土

が堆積している状況であり、大中遺跡における、第 1土器群や第 3土器群の様相と似

ていると思われる。図示できた個体は全部で 90点あった。器種は、壷・甕・鉢・高
郷・器台等である。

甕は口縁部がくの字状に外反し、体部にタタキメを残す甕Aが大半を占める。甕A
は口縁端部に面をもつもの (1、 3、 4、 5、 6、 7、 8、 9、 10、 12、 13、

14、 1´ 5、 17、 19、 21)と 、面を持たず丸く収めるもの (2、 18、 20)
がある。面をもつものには、端面を直立させるものや軽くハネ上がるもの (4、 5、

7、 14、 15、 21)が ある。
全体の大きさがわかる資料が少ないが、完形資料では25cmを 超える大型品は、
(11)のみである。(11)は、四国産搬入品で、これを甕 Bとする。(3)は底部を
欠いているが、 25cm程 度の大きさと思われる。
大きさの分かる資料で、器高 20cm～ 25cm程 度の資料は (19、 20)な どが
ある。一方、 (14、 15、 16、 17、 18、 21)な ど、器高 20cm未 満の小型
の資料が目立つ。

(1)は口縁端部に面を持ち、体部のタタキメをハケで一部消している。(3)は体
部が球形となり、器表が磨滅しているが、一部タタキメが残っている。(5)は口唇部
ヨコナデ手法により、直立させている。(7)は 口唇部をヨコナデし、体郡に右上がり
タタキを施す。体部は球形に近い。(8)は口縁部ヨコナデにより、わずかに甘い面を
つくつている。体部に右上がりのタタキを施す。(9)は体部磨滅により、調整が分か
りにくいが、わずかにタタキメを観察できる。体部内面に輪積み痕が残る。(10)は
体部内面に板ナデを施す。

(11)は四国産の甕で、搬入品である。日縁部は短く水平に開き、端部をはね上
げる。色調は褐色を呈し、胎土に金雲母を含む。体部外面上位をハケで処理し、下位

はヘラミガキする。内面には指頭痕を残す。これを甕 Bとする。1点のみ出土してい
る。

(16)は直立ぎみに外傾して立ちあがる日縁部をもち、体部をハケのみで処理し
ている。体部中位に段差が生じているが、これは、体部接合の際の不整合によるもの

と思われる。これを甕 Cとする。1点のみ出土している。(18)は小型の甕である。
磨滅により、体部の調整痕は判断しにくい。
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甕は体部が球形化する資料が多く、,(14)な どでは、細いタタキによる連続螺旋タ

タキが見られる。(25)も小型の甕である。外面にタタキ、内面調整はハケで処理す
る。(31)は底面にタタキメが残る。(33)は有孔鉢の底部である。底面は少し上

げ底となる。

壺は直立する頸部に、外反する口縁部が付く、壷Aが多くを占める (36～ 49)。

日縁部が水平方向に強く開く (36、 43、 44)と斜めに外反して開く (37、 3
8、  39、  40、  41、 42、 45、  46、  47、  48、  49)イこ例激すら1■る。

(36)は日laC端部に面を持ち、端部を下方に少し引き下げている。頸部内面はヨコ
ヘラミガキで処理する。体部中位が強く張り、体部上位の調整はハケ後、ヘラミガキ。

内面をハケで処理する。

(37)は偏球形の体部となり、体部外面をタテハケ、内面に指ナデ痕が残る。(40)
は肩の張る体部となり、頸部外面にタテヘラミガキ、体部外面中位にヨコヘラミガキ

を施す。(41)は丈高な体部であるが、最大径は体部中位にある。体部外面上～中位
はタタキ後、一部をハケで消している。下位はタテヘラミガキを施している。(44)

は直立する頸部に、水平方向に大きく開く口縁部が付き、体部外面の調整は、斜め方

向のヘラミガキ処理としている。(46)は直立する頸部に、外反する口縁部が付く小

型の広口壷で、頸部外面の調整はタテヘラミガキである。(47)は小型の広口壷で、
口縁端部に擬凹線文を施す。頸部外面の調整はタテヘラミガキである。(49)は小型

広口壷で、日縁部は短く外反する。頸部外面はタテハケで処理し、竹管文を施す。

(50)は小型の広口壷の回縁部と思われる。口縁端部を打巴厚させ、擬凹線文を4条

施す。これを壺 Bとする。

(51～ 54)は長く直立する頸部に、強く外反する日縁部が付く壷である。これを
壷 Cとする。長頸広口壷に分類できるタイプである。(51)は口縁端部をはね上げて
いる。頸部外面の調整はナナメハケ後、タテヘラミガキ、内面はヨコハケ後、ヨコヘ

ラミガキである。(52)は口縁端部に擬凹線文を一条施し、頸部外面の調整はタテヘ

ラミガキ処理し、肩部にタテハケメが残る。(53)は頸部のみで、日縁部の形態はわ
からない。外面の調整はタテヘラミガキ、内面はヨコハケである。

(55、 56)は細頸壷の回頸部である。これを壷Dとする。(55)は 回縁部がす
こし内湾ぎみとなる。(56)口縁部がラッパ状に開き、擬凹線文を一条施している。

(57)は偏球形の体部に、小さく、不安定な底部が付く。(58)は口縁部から体部
へ曲線的につながる細頸壷の体部である。

(59～ 64)は、短い頸部に、短く外反する口縁部に体部が付く、広口壷である。
これを壺 Eとする。

(65)は大きく張り出す体部に、外傾して立ち上がる口縁部が付く直口壺である。こ

れを壷 Fとする。(66)は小型の直口壷である。これを壷 Gとする。外面はハケ調整

である。(67)は壷 Hとする。体部から口縁部へ曲線的に移行する。内面には、輪積
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み痕が顕著に残る。 (68、 69)は 壷 Iとする。二重回縁壷で、(68)は口縁部に円
形浮文を貼り付ける。(69)は小片であるが、日縁部上端に竹管文、その下に波状文を

施す。(70)は球形を呈する壷の体部である。外面上位および下位をタテヘラミガキで

調整後、中位をヨコヘラミガキする。

(71)は逆円錐台形の有孔鉢である。体部にタタキを施す。底面は上底となる。(7
2)は底部が尖底となる有孔鉢である。体部にタタキを施す。(73)は皿状の浅い体部

をもつ鉢である。内面にハケメが残る。(74)は小型の脚付壺である。これを壷 Jと

する。1点のみ出土している。磨滅が激しく、調整痕は観察しにくい。

(75、 76)は、屈曲して外反する口縁部を持つ高邦である。これを高邦 Aとする。

(77、 78、 80)は、浅い皿状の邦部を持つ高lTNである。これを高杯 Bとする。(8
0)は、口縁部外面に擬凹線文を施す。(79)は斜め上方に立ちあがる郷部から、外反

する口縁部が連続的に移行する。短い柱状部に、大きく開く裾部がつく。これを高郭

Cとする。一点のみ出土している。(84)は脚部であるが、柱状部内面は中空で、裾部

は屈曲して開く。

(87)は大型の器台である。日縁端部を打巴厚させ、端面に擬凹線文を4条施している。

粗製品である。体部に 2段の円孔を穿っている。(88、 89)は器台の一部である。
日縁部を欠いている。いずれも体部に透孔をあけ、外面をヘラミガキ調整する。

(90)は製塩土器のようにも見えるが、2次的加熱は受けていない。内面の調整も丁

寧である。山本二郎氏の製塩土器編年(兵庫・播磨・摂津『日本製塩土器研究』 199
4年)にも、このタイプが無いことから、ここでは脚台付きの小型鉢形土器としておく。

2.SD-1出土土器
破片は多いが、図示できたのは20点である。甕はいずれも端部に面を持たない (9
1、 92、 99、 100)が 主体となる。また、体部にタタキメを残すものが多い。(9
1、 92、 94、 99、 103、 106)。 (94)は甕の体部である。外面に右上が
リタタキ、内面調整はハケである。

(95)は高杯Aである。口縁部の発達があまり見られない。(96)も 高杯である。
日縁部を欠いている。柱状部は中実である。(97)は小型高杯の脚部である。(10
4)は小型の鉢の体部である。(105)は 小型高杯の脚部片と思われる。
3,SK-2出土土器
4個体を図示した (111～ 114)。 いずれも小片である。(112)は 広口壷の
コ縁部である。(113)の 底部には右上がリタタキメが残り、底面はすこし、上底と
なる。(111、 113、 114)の いずれも平底となる。
4.SP‐-1出土土器
1個体のみである。SP-1は 、SK-2を 切るピットである。(115)は 、土鍋
片で、頸部に強いヨコナデを施す。日縁端部は丸みをおびる。内面には、荒いハケ調

整を施している。鍔は短く、直立気味に立ちあがる。
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第2表 出土遺物観察表

番号 器種 出上位置 法量(cm) 色 調 調 整 胎土・焼成

甕A SH-1 ヨa【 18 8

碑存高 152

晩存度 口緑部 1/3

琳面 にぷい費糧色

勺百 にぷい資橙色

ヨ唇部、ヨコナデ

本部外面、右上がリタタキのちタテハケ

本部内面、荒いヨヨハケ

冶± 2mm以下の石粒含む

需成 やや軟

Ⅲ面に煤付着

2 霊A SH-1 ヨ侶舌 16 2

残存高 136

浅存度 口緑部1/3

本面 橙～浅費橙色

勺面 橙～浅黄橙色

ヨ緑端部、丸くおさめる

ヨ緑部、叩き出し手法

本部外面、右上がり,タキ

本部内面上端部、指顕圧痕あり

タテハケ

冶± 2～ 4m日程度の石粒含む

誌成 軟

3 甕A SH-1 口怪 183

残存高 223

残存度 口緑部1/3

琳面 灰白色

角面 橙色

ヨ緑部、ヨコナデ

本部外面、左上がリタタキのちナデ

合± lmm以下の砂粒含む

命成 やや軟

本部内面中～下位に、黒斑あり

4 甕A SH-1 口径 186

残存高 90

残存度 口緑部1/2

琳面 にぶい責糧色

角面 黒褐色

ヨ緑部、ヨコナデ

本部外面、右上がリタタキのちハケ

本部内面上位、指頭圧痕あり

本部内面ナデ

横方向ハケ

白± 1～ 5mm程度の石粒含む

売成 やや軟

角面に黒斑あり

5 甕A SH-1 口径 158

残存高 67

残存度 口緑部 /ヽ4

琳面 糧色

為面 橙色

ヨ唇部、ヨコナデ手法

ヨ緑部、ヨヨナデ

本部外面、右上がリタタキ

本部内面、指頭圧痕あり

ナデー部残る

陰± lmれ以下の砂粒含む

誌成 やや軟

6 菫A SH一打 口径 130

残存高 88

残存度 口緑部 /ヽ3

ホ面 浅黄橙色

為面 淡黄色

ヨ緑部、日ヨナデ

本部外面、右上がりの荒いタタキ

本部内面、ハケメわずか残る

合± 1～ 2mm程度の石粒含む

誌成 軟

霊A SH-1 口径 140

残存高 150

残存度 口緑部2/3

琳面 淡黄色

寿面 灰白色

ヨ唇部、ヨコナデ手法

ヨ緑部、ヨヨナデ

本部外面、右上がリタタキ

本部内面、ハケメー部残る

瞥± lmm以下の砂粒含む

完成 やや軟

本部外面に爆付着

8 理A SH-1 口径 144

残存高 81

残存度 口緑部 1/3

小面 浅橙色

勺面 浅橙色

ヨ唇部、ヨヨナデ手法

ヨ緑部、ヨヨナデ

本部外面、右上がり,タキ

本部内面、指頭圧痕あり

輪積み痕あり

臣面剥離

冶± 2mm程度の石粒含む

完成 やや軟

9 菱A SH-1 口径 124

残存高 90

残存度 口緑部刊/2

ホ面 浅責橙色

勺面 浅黄橙色

ヨ緑部、内外面ヨコナデ

本部外面、右上がリタタキのちタテハケ

事部内面、輸積み痕あり

胎± 2mm程度の石粒含む

院成 やや軟

裁A SH-1 口径 187

残存高 lS 2

残存度 口縁部2/3

Ⅲ面 にぶい責橙色

勺面 にふい褐色

ヨ緑部内外面、ヨコナデ

部ヽ外面、右上がリタタキのちハケ

事部内面、板ナデ、ハケ

胎± l mm以下の砂粒含む

焼成 やや軟



番号 器種 当上位掻 法量(cm) 色調 調 整 胎土・焼成

重 B SH-1 ヨgL lS 3

喜径 64

器高 300

践存度 口縁部9/10

外面 褐色

内面 にぶい褐色

口緑端部、わずかにハネ上げる

口緑部外面、ヨコナデ

体部外面上位、細いハケ

体部外面下位、ヘラミガキ

体部内面、指頭圧痕あり

指おさえナデ

四国産微入品

冶上 金塁母含む

完成 やや軟

自部外面及び体部外面に黒斑あり

重A SH-1 口径 122

残存高 76

残存度 肩部 1/2

牛面 橙色

勺面 淡資色

口緑部、ヨコナデ

ロ緑下位、タテハケの上からヨヨナデ

体部外面、右上がリタタキ

体部内面、全体に指顕圧痕あり

磨減

陰± 2mm程度の石粒含む

徒成 やや軟

霊A SH-1 ヨ侶と 17 2

身存高 71

晩存度 口緑部1/8

Ⅲ面 渋☆色

蒋面 決黄色

ヨ緑部、ヨコナデ

本部外面、右上がリタタキ

本部内面、輸積み痕あり

胎± 2mm程度の石粒含む

暁成 やや軟

霊 A SH-1 ヨ径 129

蜃径 38

程高 167

晩存度 口緑部 1/3

小面 橙～灰褐色

再面 灰白色

ヨ緑部、ヨヨナデ

本部外面、連続ラセンタタキ

本部内面、ヨコハケ

陰± 1～ 2mm程度の石粒含む

暁成 やや軟

本部外面下位に黒斑あり

翼A SH-1 ヨ侶と 13 1

程高 165

残存度 口緑部2/3

本面 糧色

再面 浅黄橙色

ヨ唇部、ヨコナデ手法、指頭圧痕あり

ホ部外面、表面磨減

底部タタキ痕跡あり

本部内面、 表面磨減

冶± 1～ 2mm程度の石粒含む

暁成 やや軟

本部内面に黒斑あり

甕C SH-1 ヨ径 129

器高 177

巨径 41

残存度 口緑部1/8

琳面 浅資橙色

角面 浅黄橙色

ヨ緑部、ナデのちハケ

本部外面、タテハケ

本部内面上位、ナデ

下位、ハケ

E部内面、ナデ

接合痕あり

胎± l mm以下の砂粒含む

焼成 やや軟

外面底部～体部下位に黒斑あり

甕A SH-1 ヨ侶と 122

占径 41

器高 183

晩存度 口緑都 1/8

琳面 にぷい責橙色

角面 にぷい費橙色

ヨ緑部、ヨコナデ

本部外面上位、タテヘラミガキ

本部外面中位、水平方向タタキ

本部外面下位～底部、右上がリタタキ

本部内面、ナデ

胎± lmm以下の砂粒合む

焼成 やや軟

外面底部～体部胴部に黒斑あり

襲 SH-1 口径 116

1B径 39

器高 186

外面 灰白色

内面 灰白色

ヨ緑都、叩き出し手法

本部外面、右上がリタタキわずかに残る

本部内面、ナデ

輸積み痕あり

冶± 1～ 5mm程度の石油含む

冤成 やや軟

際部外面、肩部に黒斑あり

甕A S‖-1 口径 130

器高 21 1

感径 41

琳面 褐灰色

月面 褐灰色

ヨ緑部、ヨヨナデ

本部外面、右上がリタタキ

本部内面、ナデか

磨減

指頭圧痕あり

胎± lmm以下の砂粒含む

晩成 やや硬

昧部外面、下位～底部全体に黒斑あり

16



番号 器種 当上位罹 法量(cm) 色調 調 整 胎土・焼成

理A SH-1 口径 124

底径 45

器高 20 8

残存度 口緑部2/3

琳面 にぷい橙色

角面 褐灰色  '

口緑部、、叩き出し手法

口緑部外面、タタキ

体部外面上半部、水平方向タタキ

体部外面下位～底部、右あがリタタキ

体部内面、ナナメハケ

底面、本業痕あり

冶土 刊nlm以下の砂粒含む

礎成 やや軟

麻部外面、胴部に黒斑あり

菫A SH-1 ヨ径 162

豊径 44

器高
・190

外面 灰白～橙色

内面 にふい橙色

口緑部、ヨコナデ

体部外面、水平方向～右上がリタタキ

体部内面、ハケ、ヘラ圧痕あり

陰± 3mm程度の石粒含む

完成 やや軟

本部外面、底部に黒斑あり

甕 SH-1 喜径 43

践存高 182

Ⅲ面 にぶい橙色

勺面 橙色

麻部外面、右上がリタタキのちタテハケ

感部外面、指頭圧痕あり

膵部内面、ハケのちナデ

体部内面下半部、ハケ

感面、上げ底

陰± 2mm程度の石粒含む

命成 やや軟

本部外面下位～底部に黒斑あり

甕 SH-1 底径 45

残存高 11 8

ホ面 波糧色

勺面 橙色

本部外面中位、ヨヨハケ

水平方向タタキ

本部外面下位～底部、有上がリタタキ

本部内面、ハケ

巨部内面、放射状ヘラ圧痕あり

冶± lm膊以下の砂粒含む

苺成 軟

本部外面下位1/4に黒班あり

24 費 SH-1 室径 35

勇存高 10 9

琳面 橙色

勺面 オリーダ黒色

本部外面、右上がり,タキ

盛部外面、指頭圧痕あり

本部内面、ナデ

喜部内面、放射状ヘラ圧痕あり

冶± 1～ 2口 m程度の石粒含む

暁成 やや軟

整 SH-1 巨径 31

残存高 13 0

琳面 にぶい橙色

対面 橙色

本部外面上～中位、水平方向に近い

右上がリタタキ

本部外面下位、右上がり,タキ

本部内面、ヨコハケ

胎± 3mm以下の石粒含む

∝成 やや軟

摩郎外面に黒斑あり

底 部 SH-1 g径 38

残
=F高
 9 6

琳面 糧色

勺面 浅黄橙色

小面、右上がリタタキ

勺面、磨減

喜部内面、放射状ヘラ圧痕あり

冶± 3mIH以下の石粒含む

暁成 やや軟

麻部下位～底部外面と内面に黒斑あり

底 部 S‖-1 喜径 46

晩おF高  8 8

琳面 灰褐色

角面 灰資褐色

ホ面、右上がリタタキ

角面、タテハケ

感部内面、放射状ヘラ圧痕あり

胎± 1～ 3mm程度の石粒含む

焼成 やや軟

内面に黒斑あり

底 部 SH-1 自径 Sl

晩千F高  9 S

琳面 橙色

内面 橙色

琳面、右上がリタタキ

角面、タテハケ

喜部内面、ヘラ圧痕あり

胎± lmm以下の砂粒含む

焼成 やや軟

外面に黒斑あり

底部 SH-1 車径 56

晩存高 100

外面 にぷい費機色

内面 にぶい黄橙色

琳面、右上がリタタキ

喜面、環状にへこむ

上げ底、木葉痕あり

勺面、ハケ

胎± lmm以下の砂粒含む

焼成 やや軟

外面に黒襲あり

底部 SH-1 喜径 43

晩卒F高  7 9

外面 にぶい橙色

内面 灰自色

小面、右上がリタタキ

角面、ナデか

磨減

冶± lmm以下の砂粒含む

“

成 やや硬

本部下位～底部外面に黒斑あり



器種 些上位躍 法量(cm) 色調 調 整 胎土・焼成

底部 SH-1 巨径 43

茂存高 97

琳面 橙色

内面 にぷい橙色

Ⅲ面、磨減、一部右上がリタタキメ残る

ん面、ナデ

巨部内面、指頭圧痕あり

E面、タタキメあり

陰± 2mm程度の石粒含む

∝成 やや軟

底部 SH-1 底径 55

残存高 75

琳面 瓜白色

角面 灰白色

外面 磨減

一部ハケメ残存内面

冶± 1～ 3mn程度の石粒含む

礎成 やや軟

内面に黒斑あり

有れ鉢 SH-1 工径 38

浅存高 62

Ⅲ面 浅黄糧色

～
面 浅黄橙色

牛面 ナデか (磨減 )

角面 ―

陰± 1～ 4mm程度の石粒含む

完成 やや軟

本部下位～底部外面に黒斑あり

底部 SH-1 底径 42

残存高 49

本面 灰色～橙色

勺面 明褐灰色

牛面 ナデ

舟面 指おさえ

ナデ

陰± l mm程度の石粒含む

霊成 やや軟

琳面下位に黒斑あり

底 部 SH-1 巨径 46

碗存高 5 5

外面 橙色

内面 浅黄色

琳面、磨減

タタキメー部残存

唾面、上げ底

内面、ナデ

冶± l mm以下の砂粒含む

暁成 やや軟

内面に黒班あり

壷A SH-1 ヨ徊と 15 2

浅存高 165

践存度 口緑部2/3

外面 にぷい資橙色

内面 灰資褐色

口緑端部、わずかに垂下する

日緑部、ヨヨナデ

膵部外面上位、タテハケのちタテヘラミガキ

麻部外面中位、ハケのちナデか

体部外面下位、タテハケ

ロ緑部内面、ヨコヘラミガキのちヨコナデ

体部内面、ハケ

体部内面上端部、ヨコナデ

胎± l mm程度の石粒含む

焼成 やや軟

体都外面下位に黒斑あり

童A SH-1 口径 178

践存高 148

践存度 口緑部 1/3

琳面 I二ぶい橙～赤橙ど

内面 糧～灰黄褐色

頚部外面、タテハケのちヨコナデ

体部上位、タテハケ

体部中位、ヨコヘラケズリ

ロ縁内面、ヨコナデ

顕部内面、ハケ

体部内面、全体に指頭圧痕あり

輸積み痕あり

ナデ

冶± lmm程度の石粒含む

暁成 やや軟

本部外面に黒斑あり

奎A SH-1 口径 158

残存高 146

残存度 口緑部

1/8以下

肩部全周

Ⅲ面 橙色

勺面 赤橙色

口緑部内外面、ナデー部残存

膵部、磨減

2次焼成うける

陰± 2～5mm程度の石粒含む

完成 軟

壷A SH-1 ヨ径 169

碗おF高 7 8

晩存度 口緑部 1/4

小面 浅黄橙色

勺面 灰自色

口緑靖部、強いナデにより凹みあり

口緑部、ヨヨナデ

頚部、ハケメわずかに残る

日緑部内面、ナデ

陰± 1～ 2耐m程度の石粒含む

完成 やや軟

18



器種 44+希罹 法量(cm) 色調 調 整 胎土・焼成

亜 A SH-1 ヨ侶と 13 6

残存高 180

外面 浅黄色

内面 浅黄橙色

口緑部、ヨヨナデ

顕部、タテヘラミガキ

体部外面上位、タテヘラミガキ

体部外面中位、ヨコヘラミガキ

体部内面上位、ナデ、指距圧痕あり

体部内面中～下位、横方向ハケ

陰± 2～3mm程度の石粒含む

完成 やや軟

本部外面に黒斑あり

重A SH-1 口径 168

器高 30 4

残存度 口緑部全周

Ⅲ面 にぷい費糧

勺面 にぶい責橙

口頚部、ヨコナデ

体部外面上半部、タタキのちハケ

体部外面下位、タテヘラミガキ

体部内面、一部ヨコハケ残る

冶± 1～ 2mm程度の石粒含む

命成 やや軟

本部外面下位に黒斑あり

壺A SH-1 口径 143

残存高 95

残存度 口緑部2/3

牛面 淡橙色

句面 浅黄橙色

口唇部、ヨヨナデ

ロ緑端部をわずかにハネ上げる

口緑部、ヨコナデ

体部外面、磨減

体部内面、輸積み痕あり

指頭圧痕あり

陰± lmm程度の石粒含む

命成 軟

奎A SH-1 口径 167

残存高 91

残存度 口緑部4/5

牛面 にぷい黄橙色

村面 1こぶい黄橙色

口顕部、強いヨコナデ

体部外面、タテハケメわず力Чこ残る

冶± lmm以下の砂粒含む

完成 良

44 壷A SH-1 口径 167

残存高 100

残存度 口緑部全周

Ⅲ面 浅資橙色

れ面 灰白色

口緑部、ヨコナデ 頸部、タテハケ

体部外面、ナナメ方向のヘラミガキ

体部内面、磨減

陰± 2～6nmの石粒合む

露成 良

壷A SH-1 口径 184

残存高 65

残存度 口緑部全周

牛面 淡責色

1面 灰白色

日緑端部、わずかに引き下げる

日緑部、ヨコナデ 顕部、タテハケ

シヤモットあり

冶± l nm以下の砂粒含む

完成 良

壺A SH-1 口径 138

残存高 76

残存度 口緑部3/4

Ⅱ面 浅黄橙色

将面 浅資橙色

口緑部、ヨコナデ

顕部外面、ヘラミガキ

顕部内面、ナデ

陰± l mm以下の砂粒含む

詫成 やや軟

47 壺A SH-1 日経 130

残存高 53

残存度 口緑部4/5

Ⅲ面 灰掲色

句面 褐灰色

口縁部内外面、ヨコナデ

顕部外面、タテヘラミガキ

ロ緑部内面、強いヨコナデ

顕部内面、ヨコハケ

胎± lmm以下の砂粒含む

暁成 良

頃部外面に黒斑あり

48 奎A SH-1 口径 158

残存高 77

残存度 口緑都1/2

琳面 浅黄橙色

内面 灰自色

口緑部外内面、ヨヨナデ

ロ緑端部、上方にわず力Чこハネ上げる

顕部外面、タテハケ

胎± lmm以下の砂粒含む

焼成 良

壷A SH-1 口経 126

残存高 57

残存度 口緑部全周

外面 にぷい黄橙色

内面 にぷい橙色

口緑部外面、ヨヨナデ

項部、タテハケ、竹管文あり

口緑部内面、ヨコナデ

顕部、ヨコハケ

胎± l mm以下の砂粒含む

焼成 やや硬

重B SH-1 ヨ径 13 6

晩存高 62

晩存度 口緑部3/4

琳面 褐色

角面 褐色

ヨ緑端部、擬凹線文4条

ヨ繰部内面、ヨコナデ

本部、ミガキ調整

クャモット含む

冶± lmm程 度の石粒含む

先成 やや硬

19



器種
“

+イ寺擢 法量(cm) 色調 調 整 胎土・焼成

奎C SH-1 口径 166

残存高 180

残存度 口緑部4/5

牛面 「こぷい黄橙色

再面 にぷい橙色

口縁端部をつまみ上げる

擬凹線文あり

口緑部外面、ヨヨナデ

頸部外面、ナナメハケのちタテヘラミガキ

ロ緑部内面、ヨコナデ

頚部内面、ヨヨハケのちヨヨヘラミガキ

シャモット含む

胎± 1～ 2mm程度の石粒含む

焼成 やや硬

壺C SH-1 ヨ径 160

晩存高 110

晩存度 口緑部1/4

麻面 浅費橙色

勺面 責橙色

ヨ緑端部、擬凹線文

ヨ緑部外面、ヨヨナデ

畷部外面、タテヘラミガキ

本部外面、タテハケ

ヨ緑部内面、ヨコナデ

貝部内面、ヘラミガキ残存

曽頭圧痕あり

陰± lmm以下の砂粒含む

命成 やや軟

壷C SH-1 残存高 121

残存度 頚部9/10

外面 にぷい黄橙色

内面 灰自色

小面 タテヘラミガキ

角面 ヨコハケ

胎± l nm以下の砂粒含む

斃成 やや硬

壺 C SH-1 日径  140

践存高 88

践存度 日緑部 2/3

外面 浅責桂色

肉面 にぶい橙色

口緑部、ヨヨナデ、わずかにつまみ上げる

顕部、タテヘラミガキ

内面、強いナデ

冶± 1～ 2mm程度の石粒含む

暁成 やや軟

うすい煤付着

壺 D SH-1 ヨ径 64

晩存高 141

碗存度 口緑部全周

本面 浅資橙色

勺面 黄構色

外面、磨減

肉面、ヨヨナデ

輸積み痕あり

シャモット含む

8± 1～ 4mm程度の石粒含む

誠 軟

壺D SH-1 ヨ径

晩存高 118

晩存度 口緑部全周

本面 浅黄橙色

月面 灰白色～黒褐色

琳面、磨減

口緑部擬凹線文

ンャモット含む

内面、ナデ

輸積み痕あり

陰± l mm以下の砂粒含む

命成 やや硬

奎D SH-1
=径
17

残存高 95

外面 灰色

内面 灰色

71面、ヘラミガキー部残存

勺面、一

白± 1～ 2mm程度の石粒含む

命成 やや硬

本部外面に黒斑あり

壷D SH-1 喜径 29

践存高 122

外面 灰白色

内面 灰白色

牛面、ヘラミガキ

角面、指顕圧痕あり

ナデ、接合痕あり

冶± 1～ 2mm程度の石粒含む

売成 やや軟

本部外面下位に黒斑あり

一望 SH-1 口径 152

残存高 145

残存度 口緑部1/8

外面 にぷい黄橙色

内面 にぷい黄橙色

口緑部、ヨコナデ

畷部、タテハケ

体部外面、ナナメハケのちナナメヘラミガキ

ロ織部内面～体部上端、ヨコナデ

体部上～下位、ヨコハケのちヨコヘラミガキ

指顕圧痕あり

陰± 2mm程度の石粒含む

暁成 やや硬

重 E SH-1 口径 157

残存高 120

残存度 日緑部1/3

Ⅲ面 渋橙色

勺面 褐灰色

口緑、ヨコナデ

ロ緑端部、擬凹線文

体部外面、ハケメ少し残る

体部内面、指頭圧痕あり

冶± lmm程度の石粒含む

生成 やや硬
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番弓 器種 出上位暦 法量(cm) 色調 詔 基 胎土・焼成

奎E SH-1 ヨ径 15.3

晩存高 16 7

外面 灰自色

内面 灰白色

ヨ唇部、ヨヨナデ手法

喘部を少し1まね上げる

ヨ緑部、ヨコナデ

本部外面、右上がリタタキのち,テハケ

ネ部内面、ヨヨハケ

輸積み痕あり

胎± 2由 m程度の石粒含む

暁成 やや軟

本部外面に黒斑あり

壺E SH-1 ヨ宿と 3ヽ 7

碑存高 205

残存度 口繰部1/8

琳面 波黄色

内面 灰白色

本部外面、磨減

本部内面、ヨヨハケ

胎土

“

m程度の砂粒含む

暁成 やや軟

重 E SH-1 ヨ径 20 0

残存高 193

浅存度 口繰部1/3

外面 灰白色

肉面 灰白色

口唇部、ヨコナデ手法

口頚部、ヨヨナデ

眸部外面、細いヘラミガキのちナデ

体部内面、輸積み痕あり

指顕圧痕あり

冶± 1～ 4nm程度の石粒含む

暁成 やや軟

64 垂E SH-1 ヨ径 145

残存高 107

残存度 口緑部司/2

外面 にぷい橙色

内面 灰責色

口緑部、ヨヨナデ 顕部、タテハケ

休部外面、右上がり,タキ

体部内面、ナデ

指頭圧痕あり

冶± 2ma程度の石粒含む

礎成 やや軟

壺 F SH-1 ヨ径 118

廊台径 49

程高 202

残存度 口緑部全周

外面 浅責橙色

内面 灰白色

本部内面上位、指頭圧痕あり

ネ部内面下位、タテハケ

ンャモット含む

陰± 1～ 5mm程度の石粒含む

詫成 軟

本部外面に黒寵あり

蔓 G SH-1 ヨ径 88

再台径4 7

程高 177

外面 にぷい責橙色

内面 にぷい責橙色

ヨ緑部外面、ヨヨナデ

畷部外面、ハケ

本部外面、ハケのちミガキ調整

蜃部内面、ヨコナデ

本部内面、ハケメ、一部残存

陰± lmm以下の砂粒含む

命成 やや硬

ネ都外面に黒斑あり

整H SH-1 ヨ径 56

残存高 9.5

碗存度 口緑部1/4

琳面 淡機色

内面 浅責橙色

農面剥離、外面ナデか

再面、指頭圧痕あり

輸積み痕あり

,デー部残存

白± l Bm程度の石粒含む

詫成 軟

68 奎 : SH-1 ヨ径 19,0

晩存高 8 3

晩存度 口緑部全周

ホ面 浅責橙色

有面 灰白色

ヨ繰端部を上下に拡張させる

ヨ緑部、円形浮文3個 1対を6ヶ所貼り付けする

夏部内面、横位のヘラミガキ調整

本部内面、夕,ハケ

冶± lmm以下の砂粒含む

詫成 やや軟

奎 : SH-1 磯存高 41

碗存度 口緑部 1/10

本面 責橙色

角面 灰白色

口緑上靖、竹管刺突文その下に波状文 陰± lmm以下の砂粒含む

完成 やや軟

壷体部 SH-1 巨径 55

曳おF高  20 5

琳面 浅責橙色

内面 灰白色

体部外面、球形

上位および下位をタテヘラミガキし、

その上から中位をヨヨヘラミガキ

体部内面、磨減

体部内面下位、タテハケ

冶土

晩成 やや軟

本部外面に黒斑あり
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器種 当上位罐 法量(clm) 色調 錮 継 胎土・焼成

鉢A SH-1 底怪 44

口径 160

器高 108

残存度 口緑部3/10

琳面 浅費橙色

内面 浅黄橙色

Ⅲ面、右上がリタタキ

勺面、ナデ 磨減

盛面、上げ慮 有孔鉢

胎± 2mm程度の石粒含む

焼成 軟

口緑部外面に薄い黒斑あり

鉢 B SH-1 巨径 16

程高 113

碑存度 口緑部 1/3

外面 にぷい黄橙色

内面 灰黄褐色

小面、水平方向に近いタタキ

勺面、ハケ

感面、一孔を穿つ

胎± l nm程度の石粒含む

焼成 やや軟

穿孔都外内面に累斑あり

鉢C SH-1 ヨ経 166

瞬高 5.5

残存度 口緑部2/3

外面 渋黄色

内面 浅責橙色

外面、ナデ残る

内面、ハケメわずかに残る

感面、上げ底

陰± 2～ 3m硝程度の石粒含む

定成 軟

喜部外面に黒斑あり

小型

台付壺

SH-1 口径 54

残存高 124

残存度 口緑部全周

Ⅲ面 費橙色

再面 橙色

口緑部、ヨコナデ

体部内外面、磨激

柱状部中実

世± 1～4mm程度の石粒台む

完成 軟

高杯A SH-1 口宿と 257

残存高 80

残存産 口繰部1/4

Ⅲ面 浅黄橙色

勺面 激橙色

磨減のため内外面調整不明 陰± 1～5mm程度の石粒含む

詫成 やや軟

高郷A SH-1 日経 2S.6

隣存高 12.6

晩存産 日緑部1/2

本面 灰白色

角面 浅費橙色

下部外面、ナデー部残存

不部内面、ハケのちナデ

却部外面、タテヘラミガキ

主状部内面上部中実

陰± 1口m以下の砂粒含む

畠成 やや軟

本部外面に黒斑あり

高不B SH-1 ヨgL 17.7

党存高 61

勇存度 口繰部1/2

琳面 浅責橙色

勺面 淡橙色

曽減のため外内面調整不明 陰± lm口以下の砂粒含む

完成 軟

高杯B SH-1 ヨ径 168

碗存高 10.3

碗存度 日緑部全周

琳面 浅費橙色

角面 にぷい賞橙色

不部外面、タテヘラミガキ

T部内面、タテヘラミガキ

臨状部外面、タテヘラミガキ

出状部内面中実

レャモット含む

冶± lmB以下の砂粒含む

盛成 軟

79 高杯C SH-1 ヨ径 16.0

B径 13.5

怪高 10.3

残存度 口緑部1/2

琳面 浅黄橙色

内面 橙色

内外面、磨減

出状部内面中空

五孔1個残存

冶± 1～ 2nn4産の石粒含む

院成 やや軟

80 高杯B SH-1 コ径 150

碗存高 92

碑存度 口緑部9/10

外面 にぷい黄橙色

内面 fiぷい黄橙色

疑凹線あり

勺外面磨減により調整不明

臨快部内面中空

冶± 1～ 4田 m程度の石粒含む

暁成 やや軟

高不B SH-1 残存高 9,8 琳面 橙色

勺面 橙色

不部、内外面磨減

田部外面、ヘラミガキ

即部内面、ヘラケズリ

と状部内面中空

胎± 1～ 3田 m程度の石粒含む

暁成 軟
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番号 器種 当上位畢 法量(cm) 色調 調 整 備考

高不脚部 SH-1 巨径 175

碗存高 101

琳面 灰白色

角面 灰白色

居部、透孔3個残存

内外面、磨減

裾部擬凹線文

冶土 何mm以下の砂粒含む

暁成 やや硬

高秀脚部 SH-1 磯径 170

残存高 134

外面 灰自色

内面 にぷい黄橙色

外面、タテハケメ残存

桂状部内面、絞り日あり

ハケメ残る

透孔2個残る

冶± 1耐m以下の砂粒含む

暁成 やや硬

高杯脚部 SH-1 富径 180

践存高 120

外面 淡責色

肉面 赤橙色

透孔4個

外面、ヘラミガキか

脚裾部、擬凹線文

柱状部内面中空

冶± 1～ 3m硝程度の石粒含む

暁成 やや軟

高坪脚部 SH-1 田部径 172

践存高 99

外面 浅資橙色

内面 淡栓色

外面、磨減

据部、透孔4個

柱状部内面、絞り目あり

柱状部上端中実

冶± 1～ 3mm程度の石粒含む

暁成 やや軟

高杯脚部 SH-1 底部 9_7

残存高 63

牛面 灰自色

勺面 灰白色

内外面、磨減のため調整不明

性状部内面中空

冶± 2mm程度の石粒含む

礎成 やや軟

器台 SH-1 底径 24 6

器高 144

残存産 口緑部1/2

小面 灰責褐色

勺面 褐灰色

口縁端部を肥厚させ、3～ 4条の浅い凹線文を施す

口縁部、ナデ

体部外面、ハケ、ナデ

体部、透孔2段を3列

内面、ハケ、ヘラミガキ

合± l mm程度の石粒含む

え成 やや硬

ヨ緑部外面に黒斑あり

器台 SH-1 残存高 130 ■面 淡黄色

勺面 灰自色

琳面、タテヘラミガキ

内面、ハケメー部残存

透孔7個残存

台± lmn程度の石粒含む

尭成 やや軟

器 台 SH-1 底径 172

残存高 89

Ⅲ面 にぷい資橙色

勺面 にぷい資橙色

外画 ヘラミガキ

肉面 ハケ、ナデ

指頭圧痕あり

透孔4個残存

治± l mm以下の砂粒含む

暁成 やや硬

小型脚台付

鉢形土器

SH-1 口径 100

底径 56

器高 11 1

残存度 口緑部3/4

琳面 浅黄橙色

内面 浅黄橙色

口縁部、ヨヨナデ

体部外面、水平方向タタキ

脚部内外面、指顕圧痕あり

冶± l mm程度の石粒含む

暁成 軟

理A SD-1 口径 174

残存高 60

残存度 口縁部1/2

外面 赤褐色

内面 にぶい赤褐色

口緑部、口「 き出し手法

右上がリタタキのちナデ

体部外面、右上がリタタキ

体部内面、表面剥離のため不明

冶± 1～ 2mm程度の石粒含む

暁成 軟

甕A SD-1 口径 164

残存高 44

残存度 日縁部1/3

外面 浅黄橙色

内面 灰白色

口緑端部を丸くおきめる

口緑部、ヨコナデ

体部外面、右上がり,タキ

冶± l mHI程 度の石粒含む

暁成 やや軟

襲A SD-1 巨径 41

残存高 171

外面 浅責橙色

肉面 灰自色

本部外面、磨減

本部内面、磨減

底面少し上げ底となる

冶± 1～ 3mR程度の石粒含む

完成 やや軟

巨部外面～体部下位に黒斑あり
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番号 器種 当上位遷 法量(cm) 色調 調 整 胎土・焼成

04 重A SD-1 産径 53

残存高 12S

ホ面 棧色

対面 灰責褐色

麻部外面、右上がリタタキ

昨部内面、ハケ

陰± 1～ 3mm程度の石粒含む

壺成 軟

95 高不A SD-1 口径 226

残存高 54

残存度 口縁部 /ヽ2

Ⅲ面 浅責橙色

勺画 にぷい糧色

小面、磨減

殉画、ナデ残る

Fp・± 2mm程度の石粒含む

売成 軟

96 高杯A SD-1 晩存高 96 ヰ面 :こぷい赤橙色

再面 赤糧色

勺外面、磨減

不部、ハケメー部残存

底状部中央

冶± 2mm程度の石粒含む

尭成 やや敢

97 小型高杯 SD-1 喜径 141

碗存高 0_0

牛面 糧色

付面 機色

勺外面、磨減

五孔4個

冶± 1旧m以下の砂粒含む

2mm程度の石枚含む

尭成 やや軟

高妹 杯部 SD-1 ヨ径 140

曳存高 54

碑存度 口縁部1/4

Ⅱ面 褐色

刊面 灰褐色

ホ面、磨減

再面、ヨコハケ

胎± 1～ 5mm程度の石粒含む

売成 軟

奎A SD-1 ヨ径 140

碑存高 75

曳存度 口緑部1/8

牛面 浅黄捜色

勺面 機色

ヨ緑部、ヨコナデ

琳面、右上がリタタキ

勺面、ヨコハケ

冶± 1～ 3mm程度の石粒含む

姦成 やや軟

100 甕 SD-1 曳存高 33

磯存度 口縁部1/9

Ⅲ面 浅責桂色

句面 灰白色

ヨ縁部、ヨヨナデ 陰± lmm以下の砂粒含む

露成 軟

高杯脚部 SD-1 費存高 32 Ⅲ面 機色

句面 褐灰色

ホ面、ヘラミガキ

再面上端中央

陰土 l mm以下の砂粒含む

2躙 m程度の石粒含む

良え成

高杯脚部 SD-1 寃存高 47 Ⅲ面 黒褐色

付面、褐灰色

本面、磨減

再面上端中実

絞り目あり

冶± lmm以下の砂粒含む

売成 良

底部 SD-1 磯幸F再 3 7 1面 責橙色

句面 :こぷい責褐色

牛面、有上がり,タキ

勺面、磨減

陰± 1～ 2腑m程度の石粒含む

尭成 良

104 鉢 SD-1 巨経 34

曳市F高  5 0

Ⅲ面 責後色

句面 浅責橙色

Ⅲ面、ナデ

占部、指頭圧痕あり

こ―ナツ底

再面、ナデ

陰± 1～ 2mm程度の石粒含む

尭威 やや軟

105 小型高杯

脚部

SD-1 践存高 5S Ⅲ面 橙色

勺面 橙色

勺外面、ナデ

再面、絞り目あり

陰± lmm以下の砂粒含む

蒔成 やや軟

106 慮部 SD-1 残存高 25 Ⅲ面 暴褐色

勺面 黒褐色

本面、右上がリタタキ

再面、磨減

冶± 1～ 2mm程度の石粒含む

発成 やや硬

底部 SD-1 残存高 46 Ⅲ面 褐灰色

村面 褐灰色

本面、タテハケ

対面、ハケ

冶± l mm以下の砂粒含む

発成 やや軟
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番号 器種 出土位擢 法量Φm) 色調 調 整 胎土・焼成

108 底部 SD-1 碑存高 4.1 外面 にぶい機色

明褐色内面

Ⅲ面～磨減

勺面、ナデ調整

指頭圧痕あり

瞥± lm皓以下の砂散含む

完成 やや歌

109 底部 SD-1 碑存高 18 外面 1こぷい機色

肉面 1こぶい責俊色

牛面、タタキ

角面、磨減

陰± lmm以下の砂粒含む

詫成 やや軟

底部 SD-1 喪存高 22 外面 赤褐色

肉面 1こぷい責褐色

角外面、磨減 冶± lmm以下の砂粒含む

詫成 良

対面に焦げ跡付着

慮部 SK-2 碑存高 30 外面 浅責糧色

肉面 女灰色

再外面、磨減 冶± 1皓m以下の砂粒含む

尭成 やや軟

広口壷口緑部 SK-2 残存度 日緑部1/10 外面 灰白色

内面 灰白色

口緑部外面、ヨコナデ

ロ隷部内画、磨減

冶± 1～ 4mい程度の石粒含む

完成 良

底部 SK-2 磯存高 3.7 外面 褐灰色

内面 浅責橙色

小面、右上がリタタキメ

勺面、磨減

富面、上げ底

冶土 れm以下の砂粒含む

暁成 良

底部 SK-2 晩存高 25 外面 褐色

肉面 波黄色

ホ面、ナデか

対面、磨減

胎± lmm以下の砂粒含む

焼成 やや軟

底部外面に黒斑あり

土IB SP-1 ヨ径 319

残存高 52

残存度 口緑部1/8

■面 波赤糧色

再面 灰自色

口緑部、ヨコナデ

体部外面、ヨコナデ

体部内面、荒しЧヨハケのちタテハケ

胎± lmm以下の砂粒含む

擁成 硬

体部外肉面に黒斑あり
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第 4章 まとめ

1.遺跡について

手末遺跡は神野中部ほ場整備事業において、発見された弥生時代後期の集落遺跡で

ある。加古川の支流である曇川の東岸に立地する。 トレンチ調査であったため、制約

が多いが、確認された遺構の範囲は東西約 100m、 南北約 140mの 範囲に及んで
いる。

遺構は、多角形住居であるSH-1と方形プランとなる SH-2の 2棟の住居跡の他、
トレンチ 10で検出された SD-1、 トレンチ 5で検出された SK-2な どである。こ
のうち、SH-1か らは多くの弥生土器が検出された。後期における住居や溝への土器
の大量投棄は、大中遺跡における第 1土器群・第 3土器群の存在や西村遺跡竪穴住居

跡 3の出土状況など、近隣の遺跡にも類例がある。SH-1の 時期は土器から判断し
て弥生時代後期後半と考えられる。SD-1出 土土器も弥生時代後期後半の範囲に収
まる。SH-2は遺物が出上しておらず、明確な時期は特定できない。SK-2も 細片
であるが、時期は、弥生時代後期後半と考えられる。

集落の全体を調査していないので確定はできないが、今回の調査結果によるかぎり、

当遺跡は弥生時代後期の短期間に営まれた集落であると推定される。近隣には、平成

10年の調査によって弥生後期の大型住居跡が検出された神野遺跡が存在し、曇川沿岸

の微高地上に弥生後期の集落が点在していた状況が伺える。

2.出土土器について
SH-1か らは図示した資料で、90点もの土器が出土した。甕は約 30点が出土し
た。

甕は口縁部がくの字状に外反し、体部にタタキを施す甕Aが大半を占めている。タ

タキの上からハケを施す場合があるが、丁寧に消しているわけではない。甕Aは器高
18cm以 下程度の小型のものが目立ち、体部も最大径が中位にあり、丸みをおびる
資料が多い。(14)な どには細かいタタキによる連続螺旋タタキが見られる。また、
日唇部ヨコナデ手法や口lac叩き出し手法などを使う資料が見られる。

内面の調整はハケが優勢であるが、(10)の内面調整には板ナデが見られる。また、

甕 Bは四国産の搬入品である。このタイプは、近隣では、大中遺跡にも搬入されてい

る。(16)の甕は、ハケのみの調整であるが、決して古相を示すものではない。後期
でも下る時期の資料であろう。甕の多くは、弥生時代後期後半でも下る時期の傾向を

もつ。
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広口壷は、口lge郡が水平方向に開く資料が見られる。長頸壺においても、口縁部が

水平方向に、強く外反するタイプが多く、これらは地域的特徴と言えそうである。

(41)や (70)の壺は、体部が丸みをもつ傾向がある。また、(42)や (48)
などの資料は、ナデにより口縁端部をはね上げている。広口壺には体部と頸部の境が明瞭

に屈曲しないものが見られる。

しかし、高邦(76)や(84)の高邦脚部などには、古い様相が見られる。器台(87)
は粗製品であるが、大型であり、古い様相とも見れる。(21)の甕体部にも、やや古
い形状の印象が残る。底部～体部下半のみの資料にも、形態的にやや古い様相の資料

が散見される。

これらのことから、当資料にはある程度の時期幅があると考えられる。

しかし、その中でも、多くの資料は弥生時代後期後半でも下る時期の資料と考えら

れる。特に甕には、その時期的傾向が出ている資料が多い。

資料の多くは、弥生時代後期を 6段階に分けた場合の 5・ 6段階に該当すると思わ

れる。近隣の大中遺跡の資料と比較すれば、弥生時代後期後半でも下る時期と設定さ

れている、山本三郎氏編年の大中Ⅱ式に併行するであろう。

SD-1出 土土器は小破片が多く、あまり良い資料ではない。総数で、 20点を図
示した。溝の中に土器が投棄されていたが、削平を受けているため、完形の資料はな

い。甕は SH-1の 資料と異なり、いずれも口縁端部に面を持たない。器表面の残り
は総じて悪いが、体部にはタタキメを残している。高杯 (95)は、日縁部の発達が
あまり顕著に見られず、外反の度合いも比較的弱いといえよう。弥生時代後期後半で

も、比較的古い時期の様相を持っているといえる。

SD-1出 土土器の時期は、弥生時代後期後半と考えられる。
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